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より持続させるため，雨水を貯留槽（ハイドロスタッフ®）に貯
留し，その水を保水ブロックに収納されている潅水パイプを使
用して連続して安定的に給水させることにより，ブロックの表
面からの水の蒸発を促し，気化熱による周辺の冷却効果と，対
流による冷却効果の複合的効果の実現を目的にシステムを開発
し，克

より，保水ブロックの最大の弱点である表面の目詰まり問題を
解決し，施工後時間が経過しても蒸発散能力が失われず冷却効
果を持続させることに成功しました（図3）。
（3）雨水の有効利用による地面の保水能力の回復
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